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鉄野美穂

市民活動支援センターが誕生して 2ヶ月が

過ぎました。ほとんど毎日のように、NPO活
動に関する相談や、「ちょつと寄つてみました」

という方々の姿があります。センターを活用し

て<ださつている方が、だんだん増えてきてい

ることは本当にうれしいことです。

センターでは、2人の市民活動専任指導員が

交代で相談に応じています。相談中にそれぞれ

の活動についての熱意があふれ出て、会話も一

段とはずんできます。指導員さんの役割が休々
に定着してきているようです。

「社会貢献活動つてなんだろう?」、「NPO法
人つてなんだろう?」、「いろいろな活動をして

みたいけど、どうしたらいいのだろう?」 ……

こんな方は、ちよつとセンターをのぞいてみて

くださぃ。ノ

「鴫門市社会貢献活動の促進に関する条例」

と「鴫門市市民活動支援センター」は、車の両

輪の関係にあります。条例が実りあるものにな

るためには、センターの活発な活動が大きく関

係してきます。

まだ歩き出したばかりですが、このセンター

が「市民が主役のまちづ<り」の市民活動推進

の拠点となるように育てていきたいと考えて

おります。よろし<お願いいたします。

―

・                   

一

開館時間 :平 日 午後 3時～8時
日曜日 午後 1時～6時

休館日 :月曜日、土曜日、祝祭日

主な業務 :*市民活動に関する相談

なお社会貢献活動団体同士の交流ができる

スペースもあります
`事

前にセンターヘご相談

ぃただき、お互いの情報交換や活動の打ち合わ

せ場所としてご活用ください。

【センター連llE】 :丁EL/FAX Oシ←0655
Eメール :naruto―npooshienOsky.

cuoliaocorn

4月 5日～29日、鴫Fヨ市里浦町の観音寺で恒例の「牡丹まつり」が開かれ、大勢の

参観者が訪れました。同寺の牡丹は境内の前庭と裏庭に60品種350株が植えられ

ており、美しい大輪の花が人々の心をなごませて<れました。

センターにおける相談風景



NPO法人 まちづくリサークル大麻

理事長 三浦 啓親

「米百俵」は山本有三の麟曲で、昭和 18年
に出版されていますが、私が手にした「米百俵

小林虎二郎の思想」は昭和50年に郷里の長岡

市によつて刊行されたものであります。

小泉首相が就任後の施政演説に、デフレ経済

下の精神姿勢として31用 したことで話題にな

りました。あらすじは、明治3年戊辰戦争に敗

れ疲弊した越後長岡藩に、分家の三根山藩から

見舞いとして米百俵が送られてきます。

日々の食べ物にも事欠く藩士たちは、この見

舞い米は自分たちに分けてくれるものと思っ

ていたが:小林大参事は米を売りそのお金で学 ヽ

校を建てるという。これを伝え聞いた藩士たち

は、翻意させるために大勢で小林大参事の家に

押しかけ、刀を畳に突きさして詰め寄ります。

しかし「このような時こそ人づくりが重要」
と理を説<大参事の勲情に感化され、蒲士たち
は引き上げていきます。

私は、厳しい試練に直面しながらも、自らの

信する道を切り開く彼の勇気に共感いたします。

本市も現在、厳しい財政事情の中で経費削減

を行つています。公民館予算も例外でな<大幅

鳴門教育大学生

ハオ リャン

「バンダの会Jで太極拳をやり始め、もう1年
が経ちました。人数は最初の 10数人から、4
月末では80人余りになりました。みんなの顔
も最初の「難しそうな、不安そうな厳しい顔」
から、「余裕たつぶりで、笑顔が満々な顔」に
なりました。挨拶も「おはようごさいます」から、
「ニーハオ」に変わりました。
太極拳の歩き方もノ、ランスがとれな<て転

んだりして
いましたが、

今では一歩
一歩しっか

りと歩ける

ようになり
ました。

6月 1日オ…プンしたな東公民館

にカットされ、他地区でもその運営に苦慮して
いることを知りました。そこで、わが板東/At民

館が、よりよ<地域住民に役立つ運営をするた
めには、公民館スタッフとしてボランティア活
動が不可欠と考え、われわれのグループが館の
補助業務を引き受けることを申し出たのであ
ります。報酬として分配すべき業務委託料を基
金として、まちづくりに活かしていこうとする
ものであり、まさに現代の「米百俵」でありまし
ょう。
これにより、「まちづ<リサークル大麻」の

社会貢献活動は ① 板東谷川の美化 ② 大麻
土曜市の開設 ③ 公民館業務の受話 の3本柱
となりました。今後ともますます地域の活性化
に取り組んでい<所存であります。

体を下ろして足と腰に力をつける練習も「最初
の 10秒だけ」から、「今の1分」まで気楽にで

きるようになりました。さらに互いに助け合つ

たり、交流したりして、新しい反達もた<さん
でき、会場に来るたびに「ニーハオ」と言いな
がら楽しい会話が交わされるようになりまし
た。毎週、水曜日が来るのがとても楽しみです。

「太極拳をするのは楽しいです」、「腰痛がな
おりました」、「足が強くなつた感じ」、「体
がすいぶん元気になりました」、「足の筋肉が
ついてきた」など、皆さんからこういう話をよ
<聞くようになりました。
太極拳によって、皆さんが健康と楽しさを同

時に感じて<れていることが、私にとっては無

違賃言基悪再モ歌曇3F奎算章言涯縄L電『「
え日本じゅうに広げていき、幸福で健康にあふ
れている人達がどんどんと増えていただきた
いと心から願っています。
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『バンダの金』全員Om薔風景



「嗜門市社会質献活動のに進に関する条働」施行

eeeee
去る5月 25日、者人福祉センターにおいて

「QtP3市社会貢献活動の促進に関する条例」の

施行を記念する請演会が開催されました。

講師は「地域づくリフトパイザー」の米田 博

先生です。会場は平日の日中にもかかわらず、

市民活動に関心を持つ人たちでほぼ満席にな

りました。

先生は日頃より、地域に根ざした独自型のま

ちづくり運動を提唱しておられ、本講演会にお

いても「豊かな活動・楽しい人生へのチャレン

ジ」と題して、貴重な経験年基づい年持論を述

べられました。             イ

鳴門市民には、これまで培つてきたノ1ワーが

あること、各地域には再生していくための宝が

あること…などを挙1ザられ、当市の市民活動の

前途は明るく、「条例」と「支援センター」の利用

が大切と話されました。

また、*地域交流の大切さ *行政に依存し

ない自立性 *住民が協働する必要性について

も強く訴えられました。

軽妙洒脱な語り□は聴衆を引きつけ、あつと

いう間に予定時間が過ぎました。

■ ,0=崚 つ零姜まつ・,

黒崎地区自治振興会

―
t●りJこぎわう自店304書地

昨年 10月、黒崎地区では商店街の空き地

を利用して、地域ぐるみの新しい祭り (黒崎

つ子花まつり)を実施し、コミュニテイづく

りを図りました。

地域子ども教室の手づくりみこし、塩釜神

社のみこし、祭り太鼓屋台…が参加するとと

もに、者人会のくじ31き景品や、婦人会のぜ

んざい・ボップコーン・綿菓子などの店ttn
ち並び、青年団の進行によつて子どもから高

齢者まで大勢の人でにきわいました。

また同時に、黒崎花街道クラフのコスモス

花まつりと協働して、環境美化運動も行いま

した。なお今年は 10月 10日に、市内最大

級の祭り屋台「丸大Jを復活させる予定です。

油

^日
民鶴。口民Qの場e剛

税法上の収益事業を行つていても赤字

の場合には、設立日の属する事業年度から

5事業年度間に限り減免されます。

(収益事業を行つていない場合は、設立後の

経過年数にかかわらず滅免されます)
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籠輌む日い中Ю 壼ム 七●0彙諄

(その3)

「事業計画 0予算の意思決定において自律

性を堅持していること」     「

市民の自発性に基礎を置くNPO法人

,と しては、その原点を危うくしないよう

に、特定の個人や組織 (行政、企業、宗
1教団体、政党など)の意向にコントロー

ルされることな<、 独立して事業計画や

予算を決められるかどうかが重要なポイ

ントとなります。

また、対外的な独立性だけでな<運営

の仕組みとしても、理事会や総会がある

程度の頻度や出席率で定期的に開かれて

いるといつた、団体としての自律した管

理も機能していることが重要でしょう。

わ る

視覚に障害のある子供たちがさわ

って楽しめるよう工大した「さわる

絵本Jをつくつてみませんか?
日 時 :6/7{火 )、 21(火 )、 28(火)

7/5(火 )、 12(刈、26(火 )

|    いずれも P Ml:30～3:30
ところ :鴫門市立図書館2F視聴覚室

講 師 :小西萬知子氏

(さわるえほんの会つみき代表)

(さわる絵本連絡協議会大阪事務局担当)

持●犠 :裁縫道具、チャコ、はさみ (布用、
紙用)、 筆記用具

参加費 :600円 (初回日に受付にて集金)

申込争静切り:6/7{火)(それ以降も可)

申込み先 :NPO法人「ふ<ろうの森」
嗚門市立図書館2F
TEL/FAX 685-0389

平和

賀川豊彦著述の平和問題記事その他について

舅議会を行います。多数ご参加<ださぃ。
1 日 時 :8月 6日 (土)AM 6:30～7:30

場 所 :鳴門市賀川豊彦記念館
参却費 :‐無料
間合せ :N"法人賀川豊彦記念・鳴Fヨ友愛会

TEL/FAX 689‐ 5050

日 時 :8月 20日 (土)PMl:30-3∞
場 所 :鳴門市ドイツ館

参加費 :無料

同合せ :NPO法人 賀川豊彦記念・鴫門友愛会

籠勁金情報

県では「平成 17年度徳島県人権

啓発活動支援事業」を行つています。

募集期間 :平成 17年6月 30日まで

補助対象事業 :平成 17年7月 1日から平成

18年 3月 31日までに実施される次

の事業で、実施主体自らの自主的な企

画による人権意識の向上を目的とした

ものを対象とします。

講演会、シンポジウム、フォーラム、

フェスティパル、映画上映、劇など

補助対彙団体 :① 県内のNPO法人、市民国

体、ボランティア団体、自主サークル

② 構成員が5名以上であり、会則を有
していること ③ 政治的、宗教的活動
や営利的活動を行つていないこと、
④ 明確な会計を実施・報告できること

補助対象経費 :① 講師謝金 ② 講師旅費 ③
会場費 ④ 物件費 ⑤ その他知事が必
要と認める経費

補助率:1/2以内で、20万円を限度とする。
情報提供 :交付決定した事業は公開します。
同合せ先 :徳島県保健福祉部人権課人権担当

丁EL 621-2188

あとが書

本紙はこれまで市内のポランティア団体
および NPO法人の交流と連携を目的に

「ボランティア・NPO情報紙なると」と
して発行してまいりました。
しかし、このたびの支援センターの開設

を契機に、自治振興会を含めた全ての社会
貢献団体を対象に、「市民活動情報紙なる
と」として新しく生まれ変わることになり
ました。

情報紙は皆様から提供される情報が憲
動力になります。今後ともよろし<ご協力
くださいますよぅぉ願い申し上げます。

会


